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論　　文　　の　　要　　旨
　近年，熱帯林の急速な消失が世界の関心を集め，その保全策をめぐって多くの論議がなされているが，この問
題は土地利用全般にかかわる問題であり，森林の利用だけに視野を限定するのは正しくない。この論文の目的は，
森林消失のプロセスの理解を深めるために，地理情報システム（G夏S）を援用して，インドネシアにおける過去
20年聞の土地利用変化の様相を実証的に明らかにし，人口の増加や都市化の進展，森林開発権の設定などとの関
違を分析することである。使用したデータは，航空写真や衛星画像をもとに作成された1969年と1989年の土地利
用図である。調査対象地域としてはインドネシアで最も人口欄密なジャボタベック（以下，ジャカルタ首都圏と
呼ぶ）の6，752k㎜2と，人口の比較的希薄な南スマトラ州の38，480km2である。前者については都市域，都市近郊，
平地農村，農山村および沿岸村に地帯区分して，人口増加の地域性とも関連させながら，それぞれの特性を分析
し，後者については草地や藪などの劣化した二次植生の動向と森林開発権設定の有無に注目しながら解析を行っ
た。
　ジャカルタ首都圏での土地利用の全般的な変化を見ると，農地の比率が58％から41％に低下し，森林のそれも
1ユ％から6％に減少した。他方，住宅地が9％から13％に上昇し，農地と住居の混在地も18％から33％へと大幅
に増えている。地帯別には，都市域で農地が減少し，住宅地が増加した。都市近郊でも同様の傾向がみられるが，
農地と住宅の混在地のウェートが高い。平地農村の場合は，農地の大幅な減少と混在地の増加が目立つ。農山村
では，森林が減少して藪が増加し，農地面積はそれほど変わらないものの，農・住の混在地が増加している。
　南スマトラ州においては森林開発が本格化する以前から原生林のかなりの部分が失われていた。すなわち，
1969年の土地利用の状況をみると，森林はすでに35％しかなく，移動耕作の跡地（ないし休閑地）と思われる藪
と草原がそれぞれ25％とu％を占め，さらに休閑利用の一つであるゴム林が18％に達している。移動耕作の拡大
が植被を変化させた最大の要因であった。これが1989年になると，森林の割合は3％ほど低下して32％になった。
ところが20年前に25％あった藪は10％にまで減少し，11％あった草原も2％台に滅少している。原生林が失われ
たあとの南スマトラ州の土地利用がきわめて流動的であることがわかった。また，湿地林が伐採されたために，
樹木のない湿地に変わっていることも注目される。それと同時に，住居と農業的利用との混在地が大幅に増加し
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て，居住と一般的な農作とが混在する土地利用が総土地面積の21％を占めるに至った。南スマトラ州の人口は，
1969年から89年に300万人から600万人以上に倍増しており，これがこうした混在化の一因になっている。南スマ
トラの調査対象地域の約1／3には森林伐採権等が設定されている。コンセッション地域と非コンセッション地域
との比較から，伐採権の設定が移動耕作を通してプランテーションヘの転換を抑制し，比較的高い森林率の維持
に寄与していることがわかった。
　上記の2つの地域は，人口密度に大差があるとはいえ，ともに人口増加率が高く，この20年間に土地利用が大
きく変化した。ただし，ジャカルタ首都圏の場合は，無秩序な都市の拡大で農地などが次々と住宅地に転換され
るという特徴がある。歴史的にいえば，ジャカルタ首都圏では，伝統的な土地保有制度が植民地時代に廃止され，
プランテーションの導入も，農民ではなく，政府や企業の手ではかられてきた。したがって，プランテーション
が森林地帯に無制限に広がるという事態も起こらなかった。他方，南スマトラ州ではマルガと呼ばれる制度が近
年まで残っていて官共同体の長（ペシラ）に一定の対価を支払えば，使われていない森林のどこでも利用するこ
とができた。そのうえ，移動耕作民の主要な換金作物として早くからゴムなどが導入されたため，森林地帯での
焼畑の拡張と歩調を合わせて農民たちのゴム園が広がっていった。1969年の時点で森林率が35％まで低下してい
た一因はここにある。しかし，農業法や林業基本法の成立，伐採権の設定，マルガ制度の廃止により伝統的な移
動耕作が困難になり，定置耕作と「農業の集約化」が進み，農・住の混在地が急増しつつある。
審　　査　　の　　要　　旨
　この研究は，インドネシァのジャカルタ首都圏と南スマトラ州における20年間の土地利用の変化が明らかにす
るため，GIS手法を援用して同国政府が作成したユ969年と1989年の土地利用図を比較分析したものである。多く
の熱帯諸国においては既存の統計・地図等によって土地利用，わけても森林面積の変化を追跡することは不可能
に近く，近年の森林減少と劣化がいつごろからどのようにして生じたかについては，未解明のままになっている。
たまたまインドネシァでは1969年に本格的な土地利用図が作成されており，これと近年のものとを比較すること
で，興味深い事実がいくつか明らかにされた。特に南スマトラ州においては，森林開発が本格化する以前の原生
林のかなりの部分が移動耕作によってすでに消失しており，しかもその後の20年間に草原や藪がかなり大幅に滅
少したというのは新しい知見である。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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